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１　本書は、令和２年度埋蔵文化財調査（市内遺跡）の報告書である。

２　市内遺跡とは、市内に所在する旧石器時代から中世に至る遺物散布地・貝塚・集落跡・古墳・塚・

　　城館跡等を包括したものである。

３　発掘調査は、千葉市教育委員会が主体となり国庫補助金と市費により実施した。報告書は市費に

　　より刊行した。

４　事業主体及び調査組織は次のとおりである。

　教育委員会事務局

教 育 長　　　　　　磯野　和美

教育次長　　　　　　大野　和広

生涯学習部

部　　長　　　　佐々木　敏春

　　　　　文化財課

　　　　　　　　課　　長　　　　　  佐久間　仁央

　　　　　　　　課長補佐　　　　　  児玉　隆一

　　　　　　　特別史跡推進班

　　　　　　　　主　　査　　　　　  森本　剛

　　　　　　　　主任主事　　　　　  須賀　真弓

                主　　事　　　　　  青笹　早季

　　　　　　　文化財保護班

　　　　　　　　主　　査　　　　　  西田　聡

　　　　　　　　主任主事　　　　　  佐藤　洋

　　　　　　　　主任主事　　　　　  森山　夏希

                主　　事　　　　　  千葉　南菜子

　　　　　　　埋蔵文化財調査センター

　　　　　　　　所　  長　　　　　　西野　雅人

　　　　　　　　主　　査　　　　　　白根　義久

                主任主事　　　　　　山下　亮介

                主任主事　　　　　　松田　光太郎

                主　　事　　　　　　井出　祥子

                会計年度任用職員　　難波　美由紀

                会計年度任用職員　　戸村　正己

                会計年度任用職員　　菅谷　通保

                会計年度任用職員　　石渡　麻希

                会計年度任用職員　　岸本　高充

５　本書は、出土遺物の整理で西野雅人・岸本高充の協力を得て、井出祥子が執筆・編集を行った。

６　出土遺物及び記録類等は千葉市埋蔵文化財調査センターで保管している。
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　千葉市では、市内の開発事業に先立ち、遺跡の内容や性格を把握することを目的とした発掘調査を

実施している。本書は、その成果をまとめたものであり、今回は令和元年度の６地点と令和２年度の

３地点、合計９地点８遺跡の発掘調査の成果を報告する。対象遺跡の概要は以下の通りである。

１　観音塚遺跡

　　調査の種類　確認調査

　　調　査　地　千葉市中央区千葉寺町 709 番１の一部

　　調査の原因　宅地造成

　　原　因　者　株式会社フレスコ

　　調査担当者　山下亮介・井出祥子

　　調　査　期　間　令和元年 10 月 21 日～ 11 月 1 日

　　調　査　面　積　1,354.91 ㎡のうち 153.5 ㎡

２　根崎遺跡

　　調査の種類　確認調査

　　調　査　地　千葉市若葉区原町 922 番３

　　調査の原因　集合住宅・個人住宅

　　原　因　者　個人

　　調査担当者　山下亮介・井出祥子

　　調　査　期　間　令和元年 11 月８日～ 11 月 15 日

　　調　査　面　積　1,066.69 ㎡のうち 105 ㎡

３　生実城跡

　　調査の種類　確認調査

　　調　査　地　千葉市中央区生実町 1548 番１、同番２の各一部

　　調査の原因　物販店舗建設

　　原　因　者　大和ハウス工業株式会社　千葉中央支社

　　調査担当者　山下亮介

　　調　査　期　間　令和元年 11 月 25 日～ 11 月 29 日

　　調　査　面　積　400 ㎡のうち 45 ㎡

４　御林遺跡

　　調査の種類　確認調査

　　調　査　地　千葉市花見川区畑町 1432 番２、同番３

　　調査の原因　個人住宅

　　原　因　者　有限会社栄不動産

　　調査担当者　井出祥子

　　調　査　期　間　令和元年 12 月３日～ 12 月６日
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　　調　査　面　積　475 ㎡のうち 55 ㎡

５　谷原前遺跡

　　調査の種類　確認調査

　　調　査　地　千葉市若葉区高根町 940 番、941 番

　　調査の原因　太陽光発電施設設置

　　原　因　者　株式会社スタックス

　　調査担当者　山下亮介

　　調　査　期　間　令和２年２月７日～２月 25 日

　　調　査　面　積　1,814 ㎡のうち 174.5 ㎡

６　種ヶ谷津遺跡

　　調査の種類　確認調査

　　調　査　地　千葉市中央区生実町 2548 番 11 の一部、2689 番１

　　調査の原因　第二グラウンド用地整備

　　原　因　者　学校法人千葉明徳学園

　　調査担当者　井出祥子

　　調　査　期　間　令和２年２月 27 日～３月 25 日

　　調　査　面　積　4,239 ㎡のうち 532 ㎡

７　種ヶ谷津遺跡

　　調査の種類　確認調査

　　調　査　地　千葉市中央区生実町 2579 番１、2580 番１の各一部

　　調査の原因　第二グラウンド用地整備

　　原　因　者　学校法人千葉明徳学園

　　調査担当者　井出祥子

　　調　査　期　間　令和２年６月８日～７月７日

　　調　査　面　積　3,539 ㎡のうち 356 ㎡

８　居寒台遺跡

　　調査の種類　確認調査

　　調　査　地　千葉市花見川区浪花町 977 番 22

　　調査の原因　宅地造成

　　原　因　者　株式会社ライフ

　　調査担当者　山下亮介

　　調　査　期　間　令和２年７月 27 日～８月３日

　　調　査　面　積　242 ㎡のうち 26 ㎡
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９　番後台遺跡・生実城跡

　　調査の種類　確認調査

　　調　査　地　千葉市中央区生実町 1539 番１、同番２

　　調査の原因　集合住宅

　　原　因　者　個人

　　調査担当者　井出祥子

　　調　査　期　間　令和２年８月３日～８月 11 日

　　調　査　面　積　523.53 ㎡のうち 55 ㎡

　　※１・７は国庫補助事業対象の確認調査。

　　　それ以外は、市単費事業による確認調査。
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第１図　発掘調査遺跡位置図



１　観音塚遺跡（第２・３図、図版１－１～４）

遺跡の概要　都川沖積地の南側、海岸から近い小さな谷に挟まれた台地上に立地し、標高 22 ｍ前後

を測る一画に所在している。遺跡の西側の台地続きには、鷲谷津遺跡・中野台遺跡、鷲谷津遺跡の北

側に地蔵山遺跡が所在する遺跡密集地である。この一帯は、都市基盤整備公団が行う土地区画整理事

業に伴って、財団法人千葉県文化財センターが千葉寺地区の遺跡群として発掘調査を実施している。

このうち観音塚遺跡については、遺跡南半を対象として、昭和 60 年度から平成 10 年度にかけて断続

的に発掘調査が実施され、旧石器時代、縄文時代、古墳時代、奈良・平安時代の遺構・遺物を検出した。

特に古墳時代から平安時代にかけては、竪穴住居跡 213 軒、掘立柱建物跡 22 棟、井戸跡１基、土坑

などの遺構と土師器・須恵器の他に、灰釉陶器、緑釉陶器、瓦、鍛冶関連遺物、青銅製品、金銅製品

などの特殊な遺物も出土していることから、この地域の拠点的集落であることが明らかとなった。

調査の結果　遺跡の北西部、区画整理事業地の北側中央に隣接する 1,354.91 ㎡の地区を対象に、27

箇所のトレンチを設定した。調査区南端に遺構が集中しており、４箇所のトレンチで奈良・平安時代

の竪穴住居跡４軒と溝状遺構１条を検出した。地表下約 0.3 ｍで遺構検出面となる。遺構の見られな

かった調査区西部は地表からローム層上面まで約0.5～0.6ｍあり、耕作土層、暗褐色土層、ソフトロー

ム層の層序が見られる。遺構を検出した 25 ～ 27 トレンチで土師器・須恵器の小片 15 点が出土して

いる。本調査の必要な範囲 162 ㎡のうち、影響範囲のみ千葉市教育振興財団が本調査を実施し、残り

については保存措置を講じた。25 トレンチ出土の土師器２点、須恵器１点を刊行済みの本調査報告

書に掲載した。
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第２図　観音塚遺跡地形図
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第３図　観音塚遺跡遺構配置図



２　根崎遺跡（第４～６図、図版１－５～８）

遺跡の概要　都川に河口付近で合流する葭川支流の標高約 30 ｍを測る台地上に立地している。本遺

跡を含む遺跡群は原町遺跡群と呼ばれ、周辺にも多くの遺跡が存在し、根崎遺跡においては開発に伴

い昭和 58 年度から断続的に発掘調査が実施されている。過去の調査成果として、根崎遺跡での土地

利用の痕跡は縄文時代早期前葉からみられるが、最も活発化するのは古墳時代終末期以降であり、奈

良・平安時代にかけての大規模な集落跡の存在が明らかになっている。

調査の成果　遺跡の北部、1,066.69 ㎡を対象として 21 箇所のトレンチを設定した。調査の結果、奈

良・平安時代の竪穴住居跡７軒、掘立柱建物跡１棟、土坑２基を検出した。遺構は地表下約 0.3 ～ 0.4

ｍで検出される。出土遺物は縄文土器 67 点、土師器・須恵器 63 点、軽石・礫３点である。縄文土器

は中期前半・阿玉台式が主体を占めており、４点を掲載した（第６図）。１は阿玉台Ⅰ a 式、２もⅠ

a ～Ⅰ b であろう。４は加曽利 E Ⅰ式並行の土器である。阿玉台式は調査対象範囲内のトレンチから

広範囲にわたり出土している。13 トレンチでは、古墳時代後期と考えられる土師器がややまとまっ

て出土し、遺構の年代を示すと考えられる。本調査が必要な範囲 449 ㎡のうち影響範囲のみ本調査を

実施し、残りについては保存措置を講じた。個人住宅部分については市直営で実施し、令和３年度の

市内遺跡報告書で報告予定。集合住宅部分は千葉市教育振興財団が実施しており、令和３年３月に報

告書刊行予定である。
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３　生実城跡（第７～９図、図版２－１～３）

遺跡の概要　西の東京湾側から東に入り込む谷津に挟まれ西に張り出した標高約 17 ～ 21 ｍの台地先

端部に位置している。都市計画道路の建設事業に伴い昭和 63 年から平成９年にかけて断続的に発掘

調査が実施されており、縄文時代から近世にかけての遺構が多数検出されている。特に中世の城郭と

近世の森川氏の陣屋跡について多くの成果が得られ、その構造や年代が明らかになった。なお、城域

は約 32 万㎡におよぶ大規模なものだが、中心部は昭和 40 年代の団地造成によって破壊されており、

視認できる遺構としては生実神社西側の空堀と大手口付近の土塁が僅かに残っているのみである。

調査の成果　生実神社の東側、400 ㎡を対象として９箇所のトレンチを設定した。なお、試掘調査は

事業地全域を対象としているが、協議の結果、遺構を保存できる工法をとることとなったため影響範

囲のみを確認調査の対象とした。全域が後世の造成の影響を受けており、0.4 ～１ｍ以上の撹乱層が

堆積している。４トレンチの地表下約 0.8 ｍで中世の地下式坑１基を検出し、本調査が必要な範囲

42 ㎡については保存措置を講じることとなった。検出したのは地下式坑の入口部分とみられ、本体

は南側に広がると考えられる。遺構覆土は暗褐色から黒色を呈し、５㎝大のロームブロックを含む。

遺物は４トレンチと試掘坑４トレンチから縄文土器１点、土師器・須恵器４点、中・近世陶磁器１点

が出土した。４トレンチ出土のすり目をもつすり鉢１点を掲載した（第９図）。
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４　御林遺跡（第 10 ～ 12 図、図版２－４～６）

遺跡の概要　市域の西側を流れる花見川の東側、鶴牧支谷の北西側台地上に位置し、標高約 22 ｍを

測る。御林遺跡の載る台地と南側の台地には縁辺部を中心に多くの遺跡が所在する。周辺遺跡の調査

歴としては、本遺跡の南側に所在する上鶴牧遺跡で平成５年度に本調査が実施されており、古墳時代

の竪穴住居跡４軒、奈良時代の竪穴住居跡２軒が検出されている。御林遺跡の遺跡範囲を含む周辺一

帯は宅地化に伴い試掘調査等を実施しているが、遺構の検出は少なく、本調査を実施したのは平成

10 年度の１件のみである。平成 10 年度の本調査では、古墳時代の竪穴住居跡１軒、奈良時代の竪穴

住居跡４軒、溝状遺構３条、土坑３基を調査している。

調査の成果　遺跡の北端、475 ㎡を対象として 10 箇所のトレンチを設定した。８トレンチの地表下

約 0.5 ｍで奈良・平安時代の竪穴住居跡１軒を検出し、遺構の端を捉えるため５トレンチまで拡張し

た。10 トレンチでは近世の土坑１基を検出した。本調査対象範囲 60 ㎡の取扱いについては現在協議

中である。今回の調査で、古墳時代から平安時代にかけての集落の広がりを確認することができた。

出土遺物は縄文土器 13 点、土師器・須恵器５点である。縄文土器は、早期後葉・条痕文系土器１点、

中期後半・加曽利Ｅ式６点、細別不明６点であり、加曽利Ｅ式は６トレンチから６点出土した。６は

加曽利 EⅡ式期のキャリパー形深鉢である（第 12 図）。
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５　谷原前遺跡（第 13 ～ 16 図、図版２－７・８、図版３－１・２、図版５－３）

遺跡の概要　都川の右岸、河口から約 10 ㎞上流の本谷に接した標高約 44 ｍを測る台地上に位置する。

本遺跡において過去の調査歴は無く、今回が初めての調査である。周辺遺跡の調査歴としては、都川

を挟んだ南西約 500 ｍに位置する向海道遺跡で平成２年度に確認調査が実施されており、縄文時代の

土坑２基と陥穴８基が検出されている。また、北東約 800 ｍに位置する皿池東遺跡では平成 13 年度

に本調査が実施され、旧石器時代のブロック２箇所、縄文時代の土坑２基、中・近世溝状遺構３条が

調査されている。

調査の成果　遺跡の中心部、1,814 ㎡を対象に 32 箇所のトレンチを設定した。遺構は調査区中央か

ら南西部に集中し、縄文時代の竪穴住居跡４軒と土坑３基を検出した。本調査が必要な範囲 509 ㎡に

ついては、保存措置を講じた。調査区北東部はソフトローム層まで約 0.3 ～ 0.4 ｍと浅く、遺構は見

られない。15・18 トレンチは遺構確認のために拡張した。調査区南西部に赤味を帯びた土層がみら

れる。出土遺物の大半は縄文土器であり、1,046 点ときわめて多い。有文土器 361 点のうち１点が前

期末～中期初頭であるほかは加曽利 E 式前半であり、16 点を掲載した（第 15・16 図）。加曽利Ｅ式

は EⅠ式新段階～ EⅡ式古段階がほとんどであり、勝坂・中峠段階が若干混じる。土器以外では石鏃

未成品？２点、砥石に転用した磨製石斧１点、磨石類５点、礫４点、土器片錘３点が出土した。竪穴

住居跡を検出した 15・18・27・28・31 トレンチで集中し、30 トレンチの土坑も含めて加曽利Ｅ式前

半期の遺構群と判断できる。南側隣接地の確認調査（令和２年度）で同時期の遺構群を多数検出して

おり、今回の調査区は集落の北東隅付近とみられる。27 トレンチの竪穴住居跡、30 トレンチの土坑

は破砕されたイボキサゴを主体とする貝層を形成しており、遺構確認の範囲で貝サンプルを採取した。

分析結果は別途報告したい。なお、令和２年度調査区の詳細については、令和３年度の市内遺跡報告

書に所収予定である。

9

第13図　谷原前遺跡地形図

0 50m1/2,500

第14図　谷原前遺跡遺構配置図

20m1/8000



0 5㎝1/3

第15図　谷原前遺跡出土遺物（１）

7 8
9

10

11

12 13

14

15

161616

17

18

10



22

23 24 2525 26 27 28

29 30 31 32
33

0 5㎝1/3 0 10㎝1/4

(21以外) (21)

34
35 36

3737

19

20

21

第16図　谷原前遺跡出土遺物（２）

11



６・７　種ヶ谷津遺跡（第 17 ～ 19 図、図版３－３～８、図版４－１・２、図版５－４）

遺跡の概要　村田川水系の赤井支谷に面した台地上に位置し、標高は約 20 ～ 23 ｍと南東から赤井支

谷側に徐々に高度を減じる。昭和 54・平成５・６・10・30 年度の計５回の本調査が実施されている。

過去の調査成果から、古墳時代中期末ないし後期初頭に台地縁辺部を中心に遺構が増え、後期を通じ

て集落が形成されていたと考えられる。今回の調査区に隣接する場所について平成 30 年度に確認調

査を実施しており、古墳時代後期の円墳４基、終末期の方墳（方形周溝状遺構）２基、土坑 34 基、

溝状遺構１条を検出している。これまでの調査から遺跡の北部にあたる台地縁辺部に竪穴住居跡が集

中し集落を形成しているのに対し、遺跡の南部は円墳や方墳の存在が認められることから、集落から

離れた墓域として利用された土地と考えられる。

調査の成果　令和元年度調査区と令和２年度調査区を合わせて報告する。令和元年度は遺跡の南部

4,239 ㎡を対象として 92 箇所のトレンチを設定し、令和２年度は隣接する 3,539 ㎡を対象として 64

箇所のトレンチを設定して調査を行った。令和元年度は古墳時代の円墳１基、土坑２基、近世の溝状

遺構１条を検出し、令和２年度は古墳時代の竪穴住居跡１軒、円墳１基、土坑１基を検出した。いず

れの円墳も墳丘は残っておらず、周溝のみを確認した。地表下約 0.2 ～ 0.4 ｍで遺構検出面となり、

墓域と想定されていた遺跡南部で初めて竪穴住居跡を検出した。出土遺物は、令和元年度調査区では

７箇所のトレンチから縄文土器３点、土師器・須恵器６点が出土した。集中はみとめられない。縄文

土器の有文は後期前葉・堀之内式である。令和２年度調査区では10箇所のトレンチから縄文土器９点、

土師器・須恵器 46 点、中・近世土器１点が出土した。縄文土器２点と土師器高杯１点、須恵器小片

１点を掲載した（第 19 図）。40 の高杯は４世紀末～５世紀初頭、古墳時代中期の特徴を有するもの

であり、42 トレンチで検出した竪穴住居跡の時期を示すものであろう。41 の須恵器は器種が不明確

だが内面が被熱で発泡しており、坩堝として使用されたと推定される。本調査対象範囲は、令和元年

度調査区が 347 ㎡、令和２年度調査区が 474 ㎡で、平成 30 年度に確認調査を実施した範囲を含め影

響範囲のみを対象として令和３年度に本調査予定である。
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８　居寒台遺跡（第 20 ～ 22 図、図版４－３～６）

遺跡の概要　市域の西側を流れる花見川下流域の左岸、花見川本谷から分岐する鶴牧支谷を東側に臨

む標高約 17 ～ 21 ｍを測る台地上に所在する。本遺跡はこれまで９回にわたり確認調査や本調査が実

施されており、古墳時代から平安時代にかけての大規模な集落の存在が明らかになっている。今回の

調査区に隣接する場所でも昭和 55・平成３・14・15 年度に確認調査及び本調査が実施され、古墳時

代から平安時代の竪穴住居跡 69 軒、掘立柱建物跡 27 棟などを検出した。

調査の成果　遺跡の北部、242 ㎡を対象として５箇所のトレンチを設定した。調査の結果、３つのト

レンチで遺構を確認し、古墳時代から平安時代にかけての竪穴住居跡２軒と土坑２基を検出した。全

域に対して本調査が必要と判断したが、造成にあたり保護層を確保できるため本調査は実施していな

い。約 1.3 ｍと厚く堆積している盛土の直下が遺構検出面となる。遺物は、土師器・須恵器が 35 点

出土した。小片のみだが、３・５トレンチにやや残りの良い破片が混じる。奈良・平安時代主体であ

る。42 は９世紀中頃、平安時代の甕である（第 22 図）。
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９　番後台遺跡・生実城跡（第 23 ～ 25 図、図版４－７・８、図版５－１・２）

遺跡の概要　生実城跡は西の東京湾側から東に入り込む谷津に挟まれ西に張り出した台地先端部に位

置し、番後台遺跡は生実城跡の東側基部付近に位置する。両遺跡は重複して登録されており、番後台

遺跡の包蔵地内での調査成果は全て生実城跡として報告されている。生実城跡の過去の調査について

は本報告書の「３　生実城跡」で記述した通りだが、今回の調査区東側で平成８年度に発掘調査が実

施され、縄文時代の炉跡３基、古墳時代から平安時代にかけての竪穴住居跡 16 軒、掘立柱建物跡９棟、

中・近世の堀７条、溝状遺構 13 条、地下式坑４基、竪穴状遺構４基、井戸１基、土坑 118 基の存在

が明らかになっている。また、今回の調査区南西側近接地では平成 25 年度に確認調査を実施してお

り、奈良・平安時代の竪穴住居跡４軒、中世の堀１条、土坑７基、掘立柱建物跡などが確認されてい

る。当該地は本調査を実施せず、遺構は保存されている。

調査の成果　生実城跡の北東端で番後台遺跡の中央部にあたる場所、523.53 ㎡を対象として 10 箇所

のトレンチを設定した。７箇所のトレンチで遺構を検出し、古墳時代の竪穴住居跡３軒と中・近世の

溝状遺構１条の存在を確認した。遺構検出面は地表下約 0.1 ～ 0.7 ｍと差があり、調査区の北半分が

浅く、南半分が深い傾向にある。本調査が必要な範囲 388 ㎡については、協議の結果、本調査を実施

せず保存措置を講じることとなった。平成８年度の本調査及び平成 25 年度の確認調査の成果と合わ

せると、周辺一帯は古墳時代から平安時代にかけて集落が存在していた可能性が高いと考えられる。

遺物は、土師器・須恵器が 22 点出土した。1 トレンチでは坏１点、甕２点の大破片と支脚１点が出

土しており、検出した竪穴住居跡は古墳時代後期とみられる。43 は土師器坏である（第 25 図）。
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第１表　出土遺物一覧

№ 遺跡略称 時代 種別1 種別2 種別3 出土位置 備考

1 02根崎R1 縄文 土器 縄文土器 阿玉台 R1-1T 阿玉台Ⅰa。波状口縁。隆帯＋角押文による幅

狭楕円区画文。結節沈線と蛇行沈線による意匠

文。ヒダ状文

2 02根崎R1 縄文 土器 縄文土器 阿玉台 R1-7T 阿玉台Ⅰa～b。波状口縁。隆帯＋角押文

3 02根崎R1 縄文 土器 縄文土器 阿玉台 R1-17T 垂下隆帯（下部剥離）。ヒダ状文

4 02根崎R1 縄文 土器 縄文土器 加曽利E R1-4T 加曽利EⅠ並行。隆帯縦区画、RL

5 03生実城跡 中・近世 陶磁器 すり鉢 R1-4T すり目

6 04御林 縄文 土器 縄文土器 加曽利E R1-6T EⅡキャリパー形。沈線間磨消。RL

7 05谷原前R1 縄文 土器 縄文土器 加曽利E R1-27T EⅠキャリパー形。隆帯＋沈線区画・意匠文。

RL

8 05谷原前R1 縄文 土器 縄文土器 加曽利E R1-27Tｻﾌﾞ EⅠキャリパー形。背割隆帯＋沈線区画・意匠

文。RL

9 05谷原前R1 縄文 土器 縄文土器 加曽利E R1-27Tｻﾌﾞ EⅠキャリパー形。背割隆帯＋沈線区画・意匠

文。RL

10 05谷原前R1 縄文 土器 縄文土器 加曽利E R1-27T EⅠ並行。波状口縁。貼付け隆帯一部背割状、

集合沈線充填

11 05谷原前R1 縄文 土器 縄文土器 加曽利E R1-27T 有孔鍔付壺。沈線意匠文内にRL充填。彩色の

痕跡無し

12 05谷原前R1 縄文 土器 縄文土器 加曽利E R1-31T 加曽利E並行か。太く深い沈線内に連続刺突

13 05谷原前R1 縄文 土器 縄文土器 加曽利E R1ｰ31T住 中峠段階。貼付け隆帯上にRL

14 05谷原前R1 縄文 土器 縄文土器 加曽利E R1-31T住 EⅠキャリパー形。RL施文後蛇行隆帯貼付け。

口縁突起あり

15 05谷原前R1 縄文 土器 縄文土器 加曽利E R1-31T EⅠ。大型把手付。隆帯区画。RL

16 05谷原前R1 縄文 土器 縄文土器 加曽利E R1-31T EⅠキャリパー形。隆帯２本による区画文。RL

17 05谷原前R1 縄文 土器 縄文土器 加曽利E R1-31T EⅠ並行。隆帯２本による区画、4本組の縦沈

線。RL

18 05谷原前R1 縄文 土器 縄文土器 加曽利E R1-31Tﾊｲﾄﾞ 大木系か。口縁に橋状把手、渦巻文。沈線意匠

文＋磨消。複節LRL

19 05谷原前R1 縄文 土器 縄文土器 加曽利E R1-31T EⅠ並行の有文鉢。口唇上～文様帯赤彩。胎土

にシャモット多量

20 05谷原前R1 縄文 土器 縄文土器 加曽利E R1-31T住 器台形土器。側面に孔。上面使用による劣化か

21 05谷原前R1 縄文 土器 縄文土器 加曽利E R1-31T EⅠ並行。口縁背割隆帯、頸部刻み隆帯区画。

意匠文なし。RL前段多条

22 05谷原前R1 縄文 石器 加工剥片 R1-30T 石鏃未成品？。黒曜石

23 05谷原前R1 縄文 石器 加工剥片 R1-表採 石鏃未成品？。黒曜石

24 05谷原前R1 縄文 石器 磨製石斧 R1-28T 定角式。刃部再生を繰り返して短く、やや歪に変

形か。刃部ハマグリ刃状に研磨後伐採痕付く。

角や基部に敲打と砥面あり、仕上げ砥に転用

25 05谷原前R1 縄文 石器 磨石類 R1-5T 端部２か所に敲

26 05谷原前R1 縄文 石器 磨石類 R1-27T 分厚い楕円or石鹸状礫小片。

側縁磨or敲、端部敲

27 05谷原前R1 縄文 石器 磨石類 R1-27Tｻﾌﾞ 分厚い楕円礫小片。周縁磨or敲

28 05谷原前R1 縄文 石器 磨石類 R1-27T やや不整な楕円礫。平面磨、平面中央敲

29 05谷原前R1 縄文 石器 磨石類 R1-28T 不整形礫。尖った部分敲

30 05谷原前R1 縄文 石器 礫 R1-27T 破砕焼け礫。焼け礫→敲打か？

31 05谷原前R1 縄文 石器 礫 R1-32T 全面破面の焼け礫→磨か？

32 05谷原前R1 縄文 石器 礫 R1- 破砕礫

33 05谷原前R1 縄文 石器 礫 R1-表採 チャート小角礫

34 05谷原前R1 縄文 土製品 土器片錘 加曽利E R1-31T 50.1×44.6、33.4g。加曽利EⅠ

35 05谷原前R1 縄文 土製品 土器片錘 加曽利E R1-27T 59.7×45.7、37.7g。加曽利EⅡ

36 05谷原前R1 縄文 土製品 土器片錘 加曽利E R1-27T 51.2×35.7、24.9g。加曽利E前半

37 05谷原前R1 縄文 炭化物 炭付着土器 加曽利E R1-31T 加曽利E前半の深鉢底部近く。

内面に炭化物付着

38 06種ヶ谷津R1 縄文 土器 縄文土器 加曽利E R1-50T 加曽利EⅠ新～Ⅱ．連弧文系。波状沈線、RL

39 07種ヶ谷津R2 縄文 土器 縄文土器 加曽利E R2-10T 加曽利EⅡ新。隆帯区画。RL

40 07種ヶ谷津R2 古代 土器 土師器 高坏 R2-42T住居 高杯底～脚部。裾が屈曲して開く。赤彩。古墳

時代中期。

41 07種ヶ谷津R2 古代 土器 須恵器 坩堝 R2-61T 内面一部、被熱により多孔質に変質

42 08居寒台 古代 土器 土師器 甕 R2-3T 口唇外側肥厚。胴部丸く膨らむ。口縁外面ナ

デ、内面ハケメ→ナデ。９世紀前半

43 09番後・生実 古代 土器 土師器 杯 R2-1Tﾄﾞﾔﾏ 丸底の分厚い坏。外面ケズリ→口縁～内面粗

いナデ。７世紀末か



写 真 図 版



図版１

３　観音塚遺跡　25トレンチ（南から）

１　観音塚遺跡　調査前（南から） ２　観音塚遺跡　24トレンチ（南東から）

４　観音塚遺跡　26トレンチ（南から）

６　根崎遺跡　７トレンチ（東から）

７　根崎遺跡　８トレンチ（東から） ８　根崎遺跡　14トレンチ（東から）

５　根崎遺跡　調査前（西から）



図版２

３　生実城跡　４トレンチ（北から）

１　生実城跡　調査前（北から）

５　御林遺跡　５・８トレンチ(南東から)

７　谷原前遺跡　調査前（南西から）

２　生実城跡　４トレンチ（南から）

６　御林遺跡　５・８トレンチ（東から)

４　御林遺跡　調査前（南東から）

８　谷原前遺跡　18トレンチ（南西から）



図版３

２　谷原前遺跡　31トレンチ　住居床面（南西から）

５　種ヶ谷津遺跡(令和元年度)　32・42トレンチ（南西から）

４　種ヶ谷津遺跡(令和元年度)　11トレンチ（北から）

６　種ヶ谷津遺跡(令和元年度)　47トレンチ（南東から）

３　種ヶ谷津遺跡(令和元年度)　調査前（南から）

８　種ヶ谷津遺跡(令和２年度)　32トレンチ（東から）

１　谷原前遺跡　30トレンチ（北西から）

７　種ヶ谷津遺跡(令和２年度)　調査前（南東から）



図版４

２　種ヶ谷津遺跡(令和２年度)　42トレンチ（東から）

４　居寒台遺跡　１トレンチ（南から）

８　番後台遺跡・生実城跡　１トレンチ（南東から）

５　居寒台遺跡 ３トレンチ（北西から） ６　居寒台遺跡 ５トレンチ（西から）

３　居寒台遺跡 調査前（南から）

１　種ヶ谷津遺跡(令和２年度)　36トレンチ（北東から）

７　番後台遺跡・生実城跡　調査前（南東から）



図版５

２　番後台遺跡・生実城跡　６トレンチ（南西から）１　番後台遺跡・生実城跡　５トレンチ（南東から）

３　谷原前遺跡　出土遺物(21)

４　種ヶ谷津遺跡　出土遺物(40)
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浪花町
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２
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宅地造成

集合住宅
個人住宅

物販店舗建設

個人住宅

中央区
ち ゅ う お う く

千葉寺町
ち ば で ら ち ょ う

709番
ば ん

１の一部
い ち ぶ

35°
35′
27″

中央区
ち ゅ う お う く

生実町
お ゆ み ち ょ う

1548番
ば ん

１、同番
ど う ば ん

２の各一部
か く い ち ぶ

花見川区
は な み が わ く

畑町
は た ま ち

1432番
ば ん

２、同番
ど う ば ん

３

中央区
ち ゅ う お う く

生実町
お ゆ み ち ょ う

2548番
ば ん

11、2689番
ば ん

１

35°
33′
56″

532/
4,239㎡

356/
3,539㎡

若葉区
わ か ば く

高根町
た か ね ち ょ う

940番
ば ん

、941番
ば ん

35°
35′
46″

140°
13′
11″

174.5/
1,814㎡

若葉区
わ か ば く

原町
は ら ま ち

922番
ば ん

３

140°
8′
26″

中央区
ち ゅ う お う く

生実町
お ゆ み ち ょ う

2579番
ば ん

１、2580番
ば ん

１の各一部
か く い ち ぶ

140°
8′
35″

153.5/
1,354.91㎡

45/
400㎡

105/
1,066.69㎡

55/
475㎡

140°
9′
39″

35°
33′
57″

35°
38′
8″

35°
33′
55″



所収遺跡名 種別

観音塚遺跡
包蔵地
集落跡

古墳・奈良・平安

生実城跡
城館跡
集落跡

谷原前遺跡 包蔵地

居寒台遺跡
包蔵地
集落跡

　

要約

観音塚遺跡
　古代の大規模集落の一部を調査。今回の調査区南端が集落の北限と考えられる。
　影響範囲のみ本調査実施。本調査報告書は既に刊行済み。
根崎遺跡
　古代の竪穴住居跡７軒と掘立柱建物跡１棟を確認。個人住宅部分は市教委で本調査実施。令和３年度市内
　遺跡報告書に所収予定。集合住宅部分は千葉市教育振興財団で実施。令和３年３月に報告書刊行予定。
生実城跡
　中世の地下式坑１基を検出。残存状況は良くないが、試掘調査と合わせて遺構の広がりを確認できた。
御林遺跡
　平成10年度の本調査に続き、古代の竪穴住居跡１軒を検出。周辺に集落が広がっていると推定される。
谷原前遺跡
　初の調査で竪穴住居跡４軒を検出。縄文時代の集落が存在することが明らかになった。
　加曽利Ｅ式を中心とした縄文土器が大量に出土。
種ヶ谷津遺跡
　墓域と考えられている場所で円墳２基と竪穴住居跡１軒などを検出。
　令和３年度に影響範囲のみ本調査予定。
居寒台遺跡
　古墳時代から平安時代にかけての竪穴住居跡２軒と土坑２基を確認。
　過去の調査成果を追認する結果となった。
番後台遺跡・生実城跡
　古代の竪穴住居跡３軒と中・近世の溝状遺構１条を検出。
　過去の調査と合わせ、当該期の集落の広がりを確認した。

奈良・平安
竪穴住居跡　　４軒
溝状遺構　　　１条

土師器、須恵器

縄文土器

古代の大規模集落の北限を確認

中世 地下式坑　　　１基
土師器、須恵器、陶
磁器

縄文

縄文

縄文 縄文土器

縄文 縄文土器

近世

土師器、須恵器

主な時代 特記事項主な遺構 主な遺物

土師器、須恵器

包蔵地
城館跡
集落跡

古代集落に隣接する古墳群

土師器、須恵器

縄文土器

墓域と考えられる場所で竪穴住居
跡を確認

溝状遺構　　　１条

調査の少ない地域で縄文時代の集
落を確認

土師器、須恵器

縄文
竪穴住居跡　　４軒
土坑　　　　　３基

奈良・平安 竪穴住居跡　　１軒

古墳・奈良・平安
竪穴住居跡　　２軒
土坑　　　　　２基

縄文土器、石器、土
製品

土師器、須恵器

竪穴住居跡　　７軒
掘立柱建物跡　１棟
土坑　　　　　２基

土師器、須恵器

番後台遺跡
生実城跡

中・近世 溝状遺構　　　１条

根崎遺跡
包蔵地
集落跡

御林遺跡 包蔵地

古墳
円墳　　　　　１基
土坑　　　　　２基

種ヶ谷津遺跡
(令和元年度)

包蔵地
集落跡

古墳 竪穴住居跡　　３軒

種ヶ谷津遺跡
(令和２年度)

包蔵地
集落跡

古墳
竪穴住居跡　　１軒
円墳　　　　　１基
土坑　　　　　１基
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